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５月３０日（火）、令和５年度から濃尾第二施設改築事業の支線水路の一部を愛知県に委託し、水機構

と愛知県が共同し事業を進めるとした中、愛知県海部農林水産事務所木曽川用水課の若手技術者の皆様より、

濃尾第二施設がどのように用水を供給しているか知識を深めたいとの意向から、木曽川用水の重要施設であ

る木曽川大堰を２０名の皆様が視察しました。

視察では、木曽川用水事業の概要説明に始まり、配水管理として木曽川筋の河川流況予測や関係利水者の

申込み量の調整、大堰・海部幹線及び分水工の操作を３６５日２４時間休み無く実施していること、また施

設管理として管理開始後４０年を経過する施設の老朽化の状況などについて説明しました。

今後もこのような機会を作り、関係利水者の皆様に、木曽川用水の管理事業並びに建設事業の必要性につ

いてご理解いただくよう努めてまいります。

概要説明 屋上から木曽川大堰視察

協議会の状況

６月１９日（月）に東海農政局、中部経済産業局、愛知県、

岐阜県、三重県、名古屋市、各務原市、八百津町、関係土地

改良区、学識者及び水資源機構で構成する「第４１回木曽川

用水管理運営協議会」を中部支社にて開催しました。７月２

０日（木）には愛知県企業庁、学識者、水資源機構で構成す

る「第２６回長良導水管理運営協議会」を同様に開催しまし

た。

協議会において、水資源機構から諮問する令和５年度配水

計画（案）、令和５年度管理業務予算（案）及び令和６年度

管理業務必要額（案）についてご審議いただき、原案どおり

ご承認いただきました。

当該配水計画及び管理業務予算を以て、「安全で良質な水

を安定して安くお届けする」経営理念の達成に向けて、令和

５年度も引き続き、適正かつ確実な管理業務に努めてまいり

ます。
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９月１日（金）「防災の日」、南海トラフ地震のように大規模な地震が発生したと想定し、シェイクアウ

ト訓練（命を守る３動作）、初動態勢の確立、情報収集・伝達及び応急復旧対策等について中部管内で一斉

訓練を行いました。

さらには、木曽川用水防災細則、大規模地震操作指針及び初動対応の内容確認、警報車に搭載している車

載移動無線の操作訓練などの個別訓練を実施し、地震発生時に円滑かつ適切な業務の遂行ができるよう、職

員の防災意識・対応能力の向上を図ることができました。

木曽川用水では一年を通して様々な想定のもと防災訓練を実施し、緊急時に速やかに対応できるよう取り

組んでまいります。

６月２８日（水）、木曽川開発連絡協議会による木曽川用水濃尾第二施設改築事業の推進に関する提案

活動が中部支社において行われました。

木曽川開発連絡協議会からは、木曽川用水濃尾第二施設改築事業の推進に関する提案書が中野会長（海

部土地改良区理事長）より渡され、日永愛西市長、加藤飛島村長より「木曽川用水濃尾第二施設改築事

業」の着実な推進をお願いしたい旨、発言がなされました。

８月９日（水）、木曽川右岸用水土地改良区連合より水資源機構中部支社に対して、木曽川右岸用水施

設機能保全に関する要望活動が行われました。

木曽川右岸用水土地改良区連合の藤井理事長のほか、右岸地区２市５町の単区理事長にもご出席いただ

き、老朽化が進行している揚水機場設備、PC管をはじめとする未改築施設の管路及びトンネル未調査区間

に対する適切な対応など、関係者間の緊密な連絡調整と老朽化施設の保全について要望を受けました。

木曽川開発連絡協議会 木曽川右岸用水土地改良区連合

防災本部の状況 無線操作訓練の様子
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６月２６日（月）、岐阜大学応用生物科学部の学生３２名が木曽川

大堰を訪れ、現地研修会が開催されました。

岐阜大学応用生物科学部では、東海農業土木事業協会と連携協力し

て、人々が生きていくための食と農業、及びその生産環境を守るため

に必要となる技術開発と人材育成を図ることを目的として「現地研修

会」が授業の中で行われています。

今回は、東海農業土木事業協会からの要請で、木曽川用水総合管理

所及び木曽川大堰を研修場所として提供し、学生に農業農村整備事業

に係る仕事の内容と状況を研修することが目的となっています。

また、当日は、木曽川用水の「木曽川大堰」のほかに、愛知県営た

ん水防除事業「新立田輪中地区」、国営尾張西部土地改良事業「日光

川河口排水機場」、及び海部土地改良区が運営している「水の館」を

現地研修されました。

木曽川用水では、最初に所長から水資源機構の概要と中部支社管内

の農業農村整備事業について、次に、管理課長から木曽川用水の概要

について説明した後、木曽川大堰左岸魚道と操作室の２班に分かれ、

交互に木曽川用水の若手職員が施設の説明を行いました。

当日、魚道では魚の遡上がほとんどなく、学生の皆さんに魚の遡上

を確認していただくことはできませんでしたが、施設を見学いただい

たことで、木曽川大堰の役割や木曽川用水が実施している環境配慮の

取組について十分に理解していただけたと思います。

操作室説明の様子

木曽川大堰左岸魚道見学

木曽川用水総合管理所では、令和５年度のインターンシップとして、８月１４日（月）～１８日

（金）の１週間、三重大学から２名の実習生を受け入れました。

実習では、木曽川用水濃尾第二施設の木曽川大堰の操作や予備発電設備などの電気通信設備と

ゲート設備などの機械設備の点検及び水源の岩屋ダム施設の点検などを体験してもらいました。

また、濃尾第二地区の農業及び木曽川用水事業が現在に至るまでの経緯を海部土地改良区の協力

を得て「水の館」において説明を受けました。

最終日には、実習の集大成として１週間の成果をとりまとめ、実習成果や体験で得た感想などを

職員の前で発表してもらいました。

今回の実習は、１週間と短くさらに台風の影響で実質４日間と濃密なカリキュラムで実施しまし

たが、実習生は非常に真面目に取り組んでいただき、学生にとっても有意義な経験になったのでは

ないかと思います。

また、８月１７日（木）には徳山ダムのインターンシップ２名、８月２４日（木）には長良川河

口堰のインターンシップ１名、８月２３日（水）と９月１３日（水）には中部支社インターンシッ

プ各１名の受け入れを行い、計７名の学生の皆様に木曽川用水事業を学んで頂くことができました。

「水の館」での説明の様子 岩屋ダムの施設点検
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皆様からのご意見・ご感想をお待ちしています。ハガキや当管理所ホームページ「お問合せ・ご意見」からどしどしお寄せ
下さい。
また、施設見学をしてみませんか。事業の説明にも伺います。希望される方はお気軽に連絡して下さい。

７月２４日(月）に総合管理所において、令和４年度に完成した工事・業務の中で、特に優れた成

績を収めた工事・業務の受注会社並びに技術者を表彰しました。 今年度は、新型コロナウイルスも

５類相当となったことから、総合管理所において「優良工事等表彰式」を執り行いました。

令和５年度の優良工事等の受賞者は以下のとおりです。

◆優良業務表彰 ： ◆優秀技術者表彰 ：

木曽川大堰環境調査業務 木曽川大堰環境調査業務

株式会社 テイコク 久保 壮史 様（株式会社 テイコク）

６月２１日（水）稲沢警察署から講師を招き、交通安全講習

会を開催しました。本講習は、木曽川用水に勤務する職員等を

対象に、安全運転及び運転に対する責任等の意識を高めるため

毎年度２回実施しております。

今回は、主に人身事故を起こした場合の刑事上、行政上及び

民事上における、罰則、罰金、違反点数及び損害賠償や、直近

の事故事例、自転車運転の基本的なルールについて講義して頂

きました。講義を通して、安全確認や夜間運転時のハイビーム

の重要性について学ぶことができました。

これからも安全運転に対する意識をより一層高く持ち、事務

所一同安全運転に努めてまいります。

出 先 管 理 所 等

交通安全講習会の様子

☆おめでとうございます☆表彰式 受賞者の方と記念撮影


